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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　「スポーツの秋」ということ
で市内ではさまざまなスポー
ツ大会が開催され、取材で野

球大会やサッカー大会、運動会などへ
行ってきました。勝負事なのでどこも熱
気がありましたが、特にスポ少の大会で
は、大声で応援するコーチや保護者ら大
人の熱に圧倒されました。子どもも一生
懸命ですが、大人も一生懸命です。この
熱さがいいですね。このような環境だと
子どもはたくましく育っていくのではな
いかと思います。私も子どものときに
入っておけばよかったな～。（Ｓ）

は
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
が
、
新
た
な
発

見
や
研
究
成
果
に
よ
り
、
見
直
し
さ
れ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。文

化
財
課
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天
下
統
一
の
拠
点
と
対
岸
の
水
城

　　
大
溝
城
は
、
天
下
統
一
を
目
指
す
織

田
信
長
が
安
土
城
を
築
い
た
と
き
、
そ

の
対
岸
に
あ
た
る
高
島
郡
支
配
の
拠
点

と
し
て
、
天
正
６
年
（
１
５
７
８
年
）

に
甥
の
織
田
信の
ぶ
す
み澄
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

た
城
で
す
。
設
計
は
、
明
智
光
秀
と
伝

え
ら
れ
、
乙
女
ヶ
池
に
隣
接
し
て
造
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
湖
を
巧
み
に

利
用
し
た
「
水み
ず
城じ
ろ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
一
方
、
水
口
岡
山
城

は
、
甲
賀
市
水
口
町
に
所
在
す
る
古
城

山
（
大
岡
山
）
一
帯
に
位
置
す
る
城
跡

で
す
。
天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
に

豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
あ
る
中
村
一か
ず
氏う
じ
に

よ
っ
て
築
か
れ
、慶
長
５
年（
１
６
０
０

年
）
ま
で
存
在
し
た
と
さ
れ
る
城
跡
で

す
。

　
　

　
対
岸
を
結
ぶ
瓦

　　
こ
の
遠
く
離
れ
た
水
口
岡
山
城
と
大

溝
城
を
結
び
つ
け
る
資
料
と
し
て
、『
西

川
家
文
書
』
と
よ
ば
れ
る
古
文
書
が
存

在
し
ま
す
。
こ
の
古
文
書
に
は
、
大
溝

城
の
天
守
を
解
体
し
て
、
そ
の
部
材
を

水
口
へ
運
び
、
水
口
岡
山
城
に
利
用
す

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
水
口
岡
山
城
の
発
掘
調
査
で

は
大
溝
城
と
同
じ
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
溝
城
の
部
材
が
水

口
ま
で
運
ば
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は

確
か
な
よ
う
で
す
。

　
移
築
年
代
の
謎
に
せ
ま
る

　
こ
の
部
材
が
運
ば
れ
た
年
代
に
つ
い

て
は
、
水
口
岡
山
城
が
築
城
さ
れ
た
年

で
あ
る
天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）、

も
し
く
は
別
の
古
文
書
の
記
述
か
ら
慶

長
８
年
（
１
６
０
３
年
）
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
正
13
年
で

は
大
溝
城
に
京
極
高
次
ら
が
歴
代
城
主

と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
城
主
が
居
り

な
が
ら
天
守
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
長
８

年
で
は
水
口
岡
山
城
が
既
に
廃
城
に

な
っ
た
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
城
し

た
城
に
部
材
を
運
び
利
用
し
た
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
年
代

も
矛
盾
す
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な
移
築

年
代
は
謎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
27
日
に
甲
賀
市
で
開
催
さ

れ
た
水
口
岡
山
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

こ
の
移
築
年
代
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
、
先
の
『
西
川
家
文
書
』
は
文
禄
４

年
（
１
５
９
５
年
）
以
降
の
、
水
口
岡

山
城
３
代
目
城
主
で
あ
る
長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

（
１
５
９
５
年
～
１
６
０
０
年
）
の
時

に
記
述
さ
れ
た
可
能
性
が
新
た
に
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
の
こ
と
は
、
大
溝
城
の
部
材
は
、

長
束
正
家
が
水
口
岡
山
城
の
城
主
で

あ
っ
た
１
５
９
５
年
以
降
に
運
ば
れ
た

こ
と
に
な
り
、
大
溝
城
の
変
遷
を
考
え

る
上
で
新
た
な
研
究
成
果
と
し
て
注
目

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
研
究
成
果

大
溝
城
と
水
口
岡
山
城

大
お

お

み

ぞ

じ

ょ

う

溝
城
と
水

み

な

く

ち

お

か

や

ま

じ

ょ

う

口
岡
山
城

大溝城出土軒丸瓦

水口岡山城出土軒丸瓦


